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バ
レ
ン
タ
イ
ン
ハ
ー
ト
せ
ん
べ
い
手
焼
き 

　
ハ
ー
ト
形
の
せ
ん
べ
い
で
大
切
な
人
に

気
持
ち
を
伝
え
て
み
ま
せ
ん
か
。 

Q
２
月
７
日
貅
〜
１４
日
貅
　
正
午
〜
午
後

５
時 

L
草
加
市
文
化
会
館
伝
統
産
業
展
示
室 

O
ハ
ー
ト
形
の
せ
ん
べ
い
生
地
に
、
し
ょ

う
ゆ
を
使
っ
て
メ
ッ
セ
ー
ジ
や
絵
を
描
き

手
焼
き
し
ま
す
。
（
所
要
時
間
３０
分
） 

P
１
人
５
０
０
円
（
ハ
ー
ト
形
せ
ん
べ
い

５
枚
、
ラ
ッ
ピ
ン
グ
付
き
） 

M
電
話
で
草
加
市
伝
統
産
業
展
示
室
（
蕁

９３１
・
１
９
７
０
）
へ
　 

  

花
フ
ェ
ス
タ 

Q
１
月
１９
日
貍
　
午
前
１０
時
〜
午
後
３
時 

L
新
越
谷
駅
１
階
コ
ン
コ
ー
ス 

O
市
内
で
生
産
さ
れ
た
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
・

フ
リ
ー
ジ
ア
・
バ
ラ
な
ど
の
切
り
花
と
シ

ク
ラ
メ
ン
・
ベ
ゴ
ニ
ア
な
ど
の
鉢
物
を
直

売
（
品
物
が
な
く
な
り
次
第
終
了
し
ま
す
） 

J
越
谷
市
農
政
課
蕁
９６３
・
９
１
９
３ 

  

三
郷
市
文
化
協
会
祭 

Q
３
月
８
日
貍
・
９
日
豸
　
午
前
１０
時
〜

午
後
５
時 

L
三
郷
市
文
化
会
館 

O
８
日
＝
カ
ラ
オ
ケ
、
９
日
＝
吟
詠
・
民

謡
民
舞
、
両
日
＝
絵
画
・
華
道
・
囲
碁
将

棋 J
三
郷
市
生
涯
学
習
課
蕁
９５３
・
１
１
１
１

A
４
７
２ 

  

第
１３
回
吉
川
な
ま
ず
の
里
マ
ラ
ソ
ン
の
開

催  　満
開
の
桜
や
田
園
風
景
を
楽
し
み
な
が

ら
、
吉
川
を
走
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？
豪
華

賞
品
が
当
た
る
抽
選
会
も
あ
り
ま
す
！
ゴ

ー
ル
地
点
で
は
、
名
物
料
理
„
な
ま
ず
の

た
た
き
“
も
販
売
し
て
い
ま
す
。 

Q
４
月
６
日
豸 

L
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
お
あ
し
す  

O
（
一
般
）ハ
ー
フ
・
１０
袰
・
５
袰（
中
学

生
）３
袰（
小
学
生
・
親
子
・
車
い
す
）２
袰 

P
一
般
３
０
０
０
円
、
高
校
生
２
０
０
０

円
、
小
・
中
学
生
５
０
０
円
、
親
子
２
５

０
０
円
（
最
大
３
人
１
組
３
０
０
０
円
）
、

車
い
す
の
方
１
０
０
０
円 

M
１
月
３１
日
（
消
印
有
効
）
ま
で
に
吉
川

市
総
合
体
育
館（
蕁
９８２
・
６
８
０
０
）へ  

  

ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー
・
コ
ン
サ
ー
ト
２
０
０
８

ウ
ィ
ー
ン
・
リ
ン
グ
・
ア
ン
サ
ン
ブ
ル 

Q
１
月
１２
日
貍
　
午
後
７
時
開
演
（
６
時

３０
分
開
場
） 

L
田
園
ホ
ー
ル
・
エ
ロ
ー
ラ
（
北
越
谷
駅

東
口
か
ら
エ
ロ
ー
ラ
行
き
バ
ス
で
「
中
央

公
民
館
前
」
下
車
） 

O
出
演
＝
ウ
ィ
ー
ン
・
リ
ン
グ
・
ア
ン
サ

ン
ブ
ル
、
曲
目
＝
ポ
ル
カ
「
狩
り
」
、
天

体
の
音
楽
、
オ
ペ
レ
ッ
タ
「
メ
リ
ー
ウ
ィ

ド
ウ
」
か
ら
　
ほ
か 

P
〈
全
席
指
定
〉
Ｓ
席
４
５
０
０
円
、Ａ
席

３
５
０
０
円
、
高
校
生
ま
で
２
０
０
０
円 

J
田
園
ホ
ー
ル
・
エ
ロ
ー
ラ
蕁
９９２
・
１
０

０
１ 

     　
　
　
　
■
広
聴
広
報
課
　
蕁
A
４
２
３
 

  　
山
茶
花
 

　
　
　
　
　
　
伊
　
草
　
　
中
山
　
靖
子
 

今
年
も
玄
関
わ
き
に
山
茶
花
が
咲
い
た
 

触
れ
る
と
染
ま
り
そ
う
な
紅
色
だ
 

仕
事
に
出
か
け
る
息
子
の
上
に
も
 

小
学
校
へ
登
校
す
る
孫
の
肩
に
も
 

そ
し
て
散
歩
に
出
か
け
る
息
子
の
背
に
も
 

山
茶
花
の
花
び
ら
が
舞
っ
て
い
る
 

日
々
山
花
茶
の
紅
色
に
感
じ
入
っ
た
り
 

励
ま
さ
れ
た
り
し
て
き
た
 

「
よ
っ
し
ゃ
」
 

今
日
も
一
呼
吸
し
て
私
は
走
り
出
す
 

   　
　
　
　
　
　
大
曽
根
　
　
小
倉
　
義
孝
 

護
摩
堂
に
和
す
心
経
や
初
詣
 

　
　
　
　
　
　
八
　
條
　
　
杉
村
　
知
香
 

散
り
ゆ
く
も
一
期
一
会
の
枯
葉
か
な
 

 　
　
　
　
　
　
中
央
一
　
　
斎
藤
　
富
吉
 

灯
に
浮
ぶ
紅
葉
の
六
義
園
 

 　
　
　
　
　
　
木
曽
根
　
　
古
根
　
昌
明
 

今
年
ま
た
夫
婦
で
祝
え
し
屠
蘇
の
膳
 

 　
　
　
　
　
　
大
曽
根
　
　
横
山
　
英
道
 

音
合
わ
せ
秩
父
夜
祭
り
近
く
な
り
 

 　
　
　
　
　
　
八
潮
七
　
　
小
倉
　
孝
義
 

雲
ひ
と
つ
な
き
秋
空
に
筑
波
山
 

 　
　
　
　
　
　
八
潮
二
　
　
近
藤
　
寛
一
 

降
り
立
つ
と
秩
父
夜
祭
り
遠
花
火
 

 　
　
　
　
　
　
八
潮
六
　
　
菅
澤
　
　
博
 

霧
深
く
汽
笛
の
音
し
て
小
樽
の
灯
 

 　
　
　
　
　
　
大
曽
根
　
　
藤
郷
千
代
子
 

冬
ざ
れ
や
謝
罪
の
ニ
ュ
ー
ス
ま
た
も
あ
り
 

 　
　
　
　
　
鶴
ヶ
曽
根
　
小
金
丸
美
智
子
 

里
神
楽
祖
父
の
笛
の
音
聞
き
分
け
し
 

　
　
　
　
　
　
大
曽
根
　
　
根
岸
佐
代
子
 

木
枯
ら
し
に
軒
の
す
だ
れ
や
干
し
大
根
 

 　
　
　
　
　
　
大
曽
根
　
　
臼
方
美
代
子
 

異
国
語
の
会
話
背
に
聞
く
初
詣
 

 　
　
　
　
　
　
八
潮
五
　
　
小
林
　
　
光
 

散
歩
道
日
々
色
づ
き
し
落
葉
か
な
 

   　
　
　
　
　
　
木
曽
根
　
　
高
谷
　
多
門
 

あ
ら
た
な
る
年
も
こ
の
道
ペ
ダ
ル
踏
み
 

　
　
　
勤
ま
る
よ
う
に
と
星
に
祈
り
つ
 

 　
　
　
　
　
　
八
潮
七
　
　
狩
野
　
　
敏
 

雨
上
が
り
雲
一
つ
な
い
秋
空
の
 

　
　
　
朝
日
の
中
を
鳩
の
群
れ
飛
ぶ
 

 　
　
　
　
　
　
南
後
谷
　
　
杉
村
　
セ
ツ
 

枯
葉
落
ち
樹
々
の
小
枝
は
寒
々
と
 

　
　
　
春
を
待
ち
つ
つ
空
見
上
げ
た
り
 

 　
　
　
　
　
　
南
川
崎
　
　
松
谷
　
永
子
 

公
園
の
水
面
に
浮
か
ぶ
ク
イ
の
上
 

　
　
　
夕
日
を
浴
び
し
鴨
た
ち
並
ぶ
 

　
　
　
　
　
　
南
川
崎
　
伊
本
　
則
子
 

夕
映
え
の
富
士
を
見
上
げ
る
散
歩
道
 

　
　
　
窓
よ
り
眺
め
し
昔
な
つ
か
し
 

 　
　
　
　
　
　
中
央
一
　
　
猪
瀬
　
利
助
 

窓
を
あ
け
秋
の
夜
空
を
見
上
げ
れ
ば
 

　
　
　
眩
し
く
照
ら
す
満
月
の
夜
 

 　
　
　
　
　
　
中
央
一
　
　
鈴
木
　
宏
子
 

こ
れ
か
ら
も
続
け
て
い
こ
う
イ
ベ
ン
ト
短
歌
 

　
　
　
駄
作
な
れ
ど
も
老
後
の
楽
し
み
 

 　
　
　
　
　
　
八
　
條
　
　
種
村
　
幸
子
 

亡
き
母
の
真
似
し
ほ
う
と
う
炊
い
て
み
る
 

　
　
　
こ
ん
な
味
で
し
ょ
う
か
お
母
さ
ん
 

 　
　
　
　
　
　
浮
　
塚
　
　
土
屋
美
智
子
 

大
掃
除
コ
ー
ヒ
ー
の
香
に
誘
わ
れ
て
 

　
　
　
し
ば
し
休
み
て
孫
と
語
ら
ん
 

 　
　
　
　
　
　
伊
　
草
　
　
斉
藤
　
富
子
 

よ
く
来
た
と
孫
に
頬
寄
せ
老
夫
婦
 

　
　
　
互
い
に
は
し
ゃ
ぐ
帰
省
の
一
と
き
 

 

越
谷
市 

三
郷
市 

吉
川
市 

草
加
市 

松
伏
町 

さ
ざ
ん
か
 

ひ
と
 

み
な
も
 

い
っ
 

と
　
そ
 

ね
 

と
も
し
び
 

行 
と って
み
た
い
な 

な
り
ま
ち 

　市では、平成２１年度から２７年度までを計画期間とする「第
４次八潮市総合計画後期基本計画」を策定します。 
　この計画は、市の将来の振興・発展を展望し、今後７年
間に市が取り組むべき施策を明らかにする市政運営の指針
として策定していくものです。 
　計画の策定に当たっては、各分野の有識者を含めた２５人
によって構成する市の附属機関「八潮市振興計画審議会」
において審議しますが、審議委員のうち４人を市民の皆さ
んから公募します。 
N平成１９年４月１日現在、市内に１年以上居住している２０
歳以上の方で、平日（夜間を含む）に開催する会議に出席
できる方。ただし、市議会議員および市職員は除く。 
R４人 
P市の規程により報酬を支給します。 
Q３月～１０月　※会議の進捗状況により延長する場合があ
ります。 
O市が諮問する総合計画の原案について審議をし、市に答
申をします。 
M住所・氏名・生年月日・性別・電話番号を記入のうえ、「八
潮市のまちづくり」と題し、まちづくりに対する考え方を
まとめた小論文（様式自由で８００字程度）を、２月１５日ま
でに郵送、ファックス、Ｅメールで生涯学習まちづくり推
進課（蕁 A８８５、Ｅメール machizukuri@city.yashio.lg.jp）へ 

八潮市振興計画 
審議会委員の募集 

　店先には花畑のように山東菜が並び、
焼き芋の良い香りが漂う「八潮市ふ
れあい農産物直売所」。店内に入ると、
小松菜や大根、そのほか季節の採り
たて野菜がずらりと並んでいます。 
　その直売所の設立から指導的な役
割を担ってきた市川俊之さんが、知識・
技術を活用し、地域農業の担い手と
して活躍されていることが評価され、
平成１９年１１月１０日、「第２９回埼玉農
林業賞」を受賞されました。 
　市川さんは、平成３年に地産地消
を目指し市内１５カ所で立ち上がった
無人販売所の設置に参加。平成５年
には直売所連絡協議会の発足と共に
会長となり、週２日の朝市を開始し、
より安定した販売環境を求め平成１３
年に常設の直売所を設立しました。

そして、消費者の利便性を考え、平
成１８年、現在の場所に直売所を増設
しました。 
　直売所では、こまちゃん工房の漬物、
森のこかげの手作りパンなどが置かれ、
店頭に賑わいを見せています。 
　市川さんは、「これからは若手に引
き継ぐので、八潮を地産地消で一層
盛り立てていって欲しいですね。私
はアドバイザーとして農家の皆さん
に協力していくと同時に、安心・安
全野菜を供給できるよう、野菜の認
証の取得を目指していきたいです。」
と笑顔で話してくれました。 
※地産地消…地域生産地域消費の略
語で、地域で生産された農産物をそ
の地域で消費すること。 

市
川
俊
之
さ
ん
（
二
丁
目
） 

埼
玉
農
林
業
賞
受
賞 

〜
地
産
地
消
で 

　
　
八
潮
を
盛
り
立
て
ま
す
〜 

い
ち
か
わ
　
と
し
ゆ
き 


